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十字科植物を害する日本産サルゾウ属の研究

森 本 桂

Studies on Japanese species of the Genus Ceuthorrhynchus 
         injurious to the Cruciferous plants. 

 (Col., Curculionidae) 

Katsura Morimoto

1.緒 言

十 字 科 植 物 を 食 草 とす る ゾウ ムシ は我 国 に4種 を産 し,ヤ サ イ ゾウ ムシ 以 外 の3種 は サ

ル ゾウ ム シ属Ceathorrhynchusの もので あ る.こ の うち 我 国 で は サ ル ゾ ウC.asPer

Roelofs,ダイコ ンサ ル ゾウC.albosuturalisRoelofs,及 び アサ サ ル ゾ ウC.rubripes

Hustache*の 生 態 が 不 完全 に=知られ て い る に過 ぎ なか つ た.

筆 者 は1953年 以来 この類 の分 類 学 的 研 究 を続 け る と共 に,そ の生 態 に 関 して も調 査 を進

め て きた 。 そ の結 果 十 字 科 植 物 に 生 活 す る もの3種 の うち,2種 に 就 て 生 態 の概 要 を知 る

こ とが で きた の で,こ こに 報 告 した い.

本 研 究 に 当 り,始 終 御懇 篤 な御 指 導 を頂 いた 九 州 大 学 農 学部 江 崎 悌 三教授,安 松 京三 助

教授に 厚 く御 礼 申上 げ る と共 に,平 嶋 義 宏 氏 は じめ 同昆 虫 学教 室 各 位 よ りは 種 々の 御教 示

を 頂 き,又 中 條道 夫,中 根 猛 彦,久 松 定 成,前 多 良 彦 の4氏 よ りは 文 献 に 関 して御 援助 を

得 た.こ こ に記 し て深 く感 謝 す る.

II.分 類 学 的 研 究

サ ル ゾウ ムシ属Ceuthorrhptnchusは ゾウ ム シ科Curculionidaeの サ ル ゾウ ム シ亜

科Ccuthorrhynchinaeに 属 し,一 般 に 次 の特徴 を もつ:体 は小 さ く,卵 形 又 は楕 円形

で ず ん ぐ りして い る.吻 は 一般 に 前 胸 背 よ りも長 く,円 柱 状 で ゆ る く曲つ て い る・ 触 角 は

吻 の先1/3又 は 中央 附 近 に つ き,繋 節(funicle)は6～7節,初 め の2節 は長 く,棍 俸 状

部(club)は 卵形 又 は紡 緯 形.前 胸 は中央 後 方 で最 も幅 広 くな り,前 に 向つ て強 く,後 方

に弱 く狭 ま り,前 縁 近 くに 総 れ が あ る・ 背 板 中 央 に 縦 溝 が あ り,両 縁 に三 角 形 の突 起 が あ

る.小 楯板 は非 常 に小 さい.翅 鞘 は 前 胸 よ りも幅 広 く,肩 は強 く張 出 し,点 刻 列 は強 く明

瞭,間 室 は平 ら叉 は隆 起 し,歯 状 突 起 ・皺状 ・三 角 状 な どの構 造 が あ る ・ 尾節 板 は翅 鞘 に

覆 わ れ な い.前 胸腹 板 に は吻 を入 れ る溝 は な く,申 胸 側 板 は 大 き く強 く上 に 張 出 し,上 か

らで も肩 と前 胸 後 縁 角 との間 に見 る こ とが で き る.体 色 は 褐,黒,青,緑 叉 は紫 色 な どあ

り,鱗 粉 と剛 毛 に よ り覆 わ れ る.羽 状 鱗 粉 は 大 き く,一 般 に 白色 を呈 す る.

*松 村(1916)は アサの害虫に アサザウムシRhinoncusPericarPiusL.の 名を与え,神 岡(1950)

は タイマ ゾウムシ(仮 称)の 和名のみを与 えた.神 岡氏 の御厚意で実物を検 した結果,正 しくは上

記の学 名を用いるべ きであ り,和 名も上 の如 く呼びたい.松 村の与えた学名 の種はRPtmex属 の植

物 のみを食草 とする.
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この属 の幼 虫 に関 す る研 究 は 少な い が,一 般 に 次 の特 徴 を もつ もの と思 わ れ る:腹 背板

は縦 の皺 に よ り3っ の部分 に わ け られ,節 間 板 が な い.頭 部 は 前 胸 中に 陥 入 せ ず,縫 合 線

は 完全,前 頭 縫 合 線 は 触 角 基膜 に終 り,大 臆 関節 膜 に達 しな い.触 角 は饅 頭 形 の 一節 よ り

な る.単 眼 は2対 あ り,下 の1対 は触 角 の外.ヒ方 に あ り,他 の1対 は そ の や や ヒに あ る.肛

門 は 第10腹 節 の背 ・側 ・腹 の4瘤 か らな り,横 か らは 第9節 に隠 れ て見 え な い.気 門 は前

胸 及 び 第1～7腹 節 に あ り,空 気嚢 は2っ あ る.

この類 は 種 々の 草 を 食 草 とし,茎 又 は爽 に 吻 で穿 孔 して の ち産 卵 を 行 い,幼 虫 もそ の部

分 で生 活 す る.成 熟 す る と土 中 に入 り,蛹 室 を作 っ て蛹化 す る.羽 化 した 成 虫 は 一 度 地1:

に 出 て,摂 食 後 石 下 又 は 落 葉 下 な どで 翌年 迄 休 眠 す る.発 生 回数 は年 に1～2回.

この属 は 日本 か ら14種 記 録 が あ り,A.Hustache(1916)に よ り纏 め られ て い る.

十字 科 植 物 を害 す るサ ル ゾウ3種 の検 索 衷

1(2):触 角 繋 節 は6節,翅 鞘 間 室 は平 ら.体 は黒 叉 は褐 色,体'ド ・前 胸 外 縁 ・翅 鞘 基 部 ・

小 楯 板 後 方 の 向紋 及 び 第1間 室 は密 に 白色 羽 状 鱗 粉 に 覆 わ れ る.吻 は 細 長 く,触 角

は 吻 中央 直 後 に つ く.腿 節 に は歯 状 突 起 を欠 く.爪 は簡 単.体 長:2～2.5mm・ ……

ダ イ コン サ ル ゾウCeathorrhynchasalbosaturalis(Roelofs).

2(1):触 角 繋 節 は7節 よ りな る.

3(4):体 は 大 き く,地 色 は 黒,翅 鞘 は 暗 青色.小 楯板 紋 を 欠 く.体 表 面 に は非 常 に小 さ な

暗褐色 鱗粉 を具 え る.尾 節 板 中央 は 深 く窪 む.腿 節 に は 白色 鱗 粉 に囲 まれ た 小 さ な

歯 状 突 起 が あ り,爪 は 基 部 に歯 を もつ.体 長:2.5～3mm.

ア オ バ ネサ ル ゾウCeuthorrhynchasibulelanasHustache.

4(3):体 は 小 さ く,よ り細長 い,地 色 は黒.前 胸 背板 は 短 い灰 色 毛 を具 え,小 楯 板 の前 及

び 後 方 に 各 々白 色 羽状 鱗 粉 で 明瞭 な紋 を形 成 し,翅 鞘各 間 室 は2列 に灰 色 毛 鱗 粉 を

もつ.腿 節 に は 歯状 突 起 を 欠 き,爪 は 下 面 に小 さ な突 起 を もつ.体 長:2mm.… …

タ ネ ツ ケバ ナ サ ル ゾ ウCeuthorrhynchassp.

1.Ceuthorrhynchusalbosuturalis(Roelofs)ダイコ ンサ ル ゾウ(改 称),ダ イコ

ン ゾウ ム シ

Ceutorhynchidiasalbosutaralis,Roelofs,Ann.Soc.Ent.Belg.,XVIII:178

(1875).-Faust,DtscheEnt.Zschr.,XXXI=162(1887).

Ceuthorrhynchidiusalbosuturalis,Lewis,Cat.CoLJap.Archip.:23(1879).

Ceatorrhptnchidiasalbosuturalis,Sch6nfeldt,Cat.Col.Jap.:119(separata)

(1887).

Ceutorrhynchusalbosaturalis,Yokoyama,ZokuNipponnoKδchu;56,p1.7,

no.14(1931).

Ceuthorrhynchusalbosuturalis,Schultze,DtscheEnt.Zschr.:222(1902).-

Hustache,Ann.Soc.Ent.Fr.,LXXXV:129(1916)(subg.Sirocalus)・-

DallaTorreetHustache,Junk.Co1.Cat.,113,Ceuthorrhynchinae:38

(1930).一 一Winkler,Cat.Co1.reg.Palaarc.,13:1606(1932)(subg.Siro-

calus).
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Rhlnoncusbruchoides,Matsumura(necHerbst),DainipponGaichuZensho,

III:195(1916).-Takahashi,SosaiGaichuKakuron:45(1928).

体 は 卵 形,黒 色 叉 は 黒 褐 色,吻 ・触 角 ・脚 及び 前 胸 前 縁 は 褐 色.

頭 部 は 密 に 点 刻 され,頭 頂 に は弱 い縦 隆起 線 が あ る.前 頭 部 の鱗 粉 は 後 方 に 向 い他 の部

分 で は 頭 頂 に 向 つ て並 ぶ.吻 は 細 長 く,弱 ぐ曲 り,頭 部 と胸 部 とを 合 せ た よ りもや や長 く,

後 胸前 縁 に達 す る.緻 状 の 点刻 は 基部 に強 く,先 に 向 つ て浅 く弱 くな る.触 角 溝 ヒ側 の 点

刻 列 は強 い.触 角 は 吻 中央 後 方 に つ き,柄 節 は 眼 に 達 す.繋 節 は6節,第1節 は太 く第2

節 と等 長,第3節 は第2節 よ りや や 短 か く,続 く各 節 は等 長 で各 々2節 の半 分 の長 さが あ

る.棍 俸状 部 は外 見k3節 か らな り,第1飾 は 残 りの2節 合 せ た の よ りも長 い.

前 胸 は や や 横 に広 く,中 央 後 方 で最 も幅 広 く,前 方 に 強 く後 方 に 非常 に弱 く狭 くな り,

前 縁 近 くで強 く総 れ る.前 縁 中央 に は1対 の角上 突 起 部 と この外 側 に 数 個 の 不 明 瞭 な 小突

起 が あ り,後 縁 は 浅 く2湾 状.背 面 中央 直 後 の両 縁 には1対 の突 起 が あ り,中 央 に 強 い縦

溝 が あ る.こ の突 起 と前 ・後 縁 中央 を結 ぶ 四辺 形 の 内部 は 内 方 に 向 つ て並 ぶ 細 長 い 灰 色 鱗

粉 を具 え,こ の外 側 の 部 分 及 び 中央 縦 溝 に は 幅広 い 羽状 鱗 粉 に覆 わ れ る.

小 楯 板 は 非 常 に 小 さ く,光 沢 が 強 い.

翅 鞘 は 前 胸 よ り幅 広 く,肩 直後 で 最 も幅広 くな る.各9条 の深 い 点刻 列 を 走 らせ,列 の

各 点 刻 は 細 長 い 自 色 羽 状 鱗 粉 を 具 え る.問 室 は平 ら,第1及 び2問 室 基部 は 楕 円 形 の 白 色

羽 状 鱗 粉 で 大 きな 白紋 を 作 り,第1間 室 に は 同様 の鱗 粉 が並 び,白 縦 線 を形 成 す る.他 の

間 窒 は2～3列 に 細 長 い 暗 色 毛 状 鱗 粉 に覆 わ れ,外 縁 近 くには 大 きな 白色 鱗 粉 を 混 ぜ る.

中胸 側板 は 極 め て密 に,体 ド面 も密 に 白色 羽状 鱗 粉 に 覆 われ る.

鱗 粉 の色 は 羽化 直 後は 褐 色 で,羽 状 鱗 粉 は 漸 次 白 色 に,毛 状 鱗 粉 は暗 色 に変 ず る.叉 脱

落 し 易 く,殆 ど自色 部 分 の な い個 体 もあ る.

体 長:2～2.5mm.

分 布:日 本 全 土,ア ム ー ル.

食 草:ナ ズナCaPsellabursa-Postoris.

イ ヌ ガ ラシZVasturtiumindicam.

タ ネツ ケ バナCardaminefiexuosa.

ダ イ コンRaPhanUSsatiVUS.

ナ タ ネ,カ ブBrassicacampestris.

そ の他Brassica属 の作 物.

松 村(1916),高 僑(1928)は こ の種 にRhinoncusbruchoidesHerbstの 学 名 を 与

え た が,そ の記 述 は 明 か に 誤 りを含 ん で お り,叉 この学 名 の種 はPolygonumの み を 食

草 とす る も の で あ つ て,正 し くは上記 の学 名を 用い るべ きで あ る.

2.CeuthorrhynchusibukianusHustacheア オ バ ネサ ル ゾウ(新 称)

Ceathorrhynchusibukianus,Hustache,Ann.Soc.Ent.Fr.,LXXXV:143

(1916:).-DallaTorreetHustache,Junk.Col.Cat.,113,Ceuthorrhyn・

chinae,:67(193σ).-Winkler,Co1.Cat.reg.'Palaarc.,13:1614(1932)

(subg.Marklissus).

幅 広 い楕 円形,地 色 は黒,翅 鞘 は暗 青 色.

頭 部 は籍 に 点刻 され,前 頭 は浅 く窪 み,頭 頂 に 弱 い 縦 隆起 線 が あ る.各 点刻 は 内方 に 向
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う小さな白色鱗粉をもつ.吻 は太 く,弱 く曲り,吻 基部は大きな点刻を網 目状に配し,先

に向つて点刻は浅 く弱 くなる.触 角溝L側 にそつて強い点刻列がある.触 角は吻中央につ

き,柄 節は眼に達す.繋 節は7節,第1節 は太く第2節 と等長,第3節 はその2/3,残 り

の節は等長で第2節 の半分の長さがある.

前胸は中央やや後方で最 も幅広 く,前 に向つて強く狭 まり,前 縁近 くで強 く総れ る.前

縁中央は小さく湾状をなしその両側は角状に張出す.後 縁は前縁の1.5倍 の幅があり,直線

状に裁断せ られ る.背 面中央には前縁 と中央で浅くなる縦溝があ り,両 縁の突起は極めて

弱い.点 刻は頭部よりも大きく網 目状をなし,各 点刻には非常に小さな毛状鱗粉がある.

小楯板は小さく,点 状.

翅鞘は前胸より幅広 く,肩 は強 く張出す.点 刻列は強 く明瞭,列 の各点刻は一定の間隔

をおいて並び,強 い.間 室は平らで後に尖る三角状の不明瞭な隆起 と,黒 褐色の非常に短

い毛をもつ,

体 ドの点刻は腹節中央部で弱 く,他 の部分では強く,各 々自色羽状鱗粉をもつ.

尾節板中央は強く窪む.

♂:脛 節端内側に刺があ り,腹 部末端節中央は浅く幅広く窪む.

♀:脛 節端刺はなく,腹 部末端節中央は狭 く,よ り深く窪む.

体長:2.5～3mm.

分布:本 州,四 国,九 州.

食草:イ ヌガラシArasturtiumindicum.

3.Ceuthorrhynchussp.タ ネツケバナサルゾウ(新 称)

体は楕円形,地 色は黒,脛 節は暗褐色,触 角及び鮒節は褐色.

頭部は弱く張出 し,複 眼間は窪まない.頭 頂には縦隆起線がある.密 に点刻 され,各 点

刻は内方に向う短い暗灰色毛をもつ.吻 は強く曲 り,頭 部と前胸を合せたものよりもやや

長い.点 刻は基部で細長 く強 く,先 に向つて丸く浅くなる.触 角は吻中央につき,柄 節は

眼に達 しない.繋 節は7節,第1節 は太く第2節 と等長,第3節 はその2/3,第4節 は第

2節 の半分の長さがある.

前胸は横に広 く,後1/3で 最も幅広く,前 に向つて緩 く,後 に向つて極 く僅に狭 まり,

前縁近くの総れは弱い.前 縁中央部は光沢があ り小 さく湾状をなし,こ の両側は角状に張

出し,こ の外側に不明瞭な数個の・J・突起がある.後 縁は弱 く2湾 状をなし,前 縁の1.5倍

の幅がある.点 刻は頭部のものより大きく,各 点刻のもつ毛もより長 く暗灰色。後縁角及

び小楯板前の窪みには白色羽状鱗粉がある.

翅鞘基部は前胸より幅広 く,肩 のやや後方で最も幅広 くな り,両側はほぼ平行,翅 鞘中央

か ら狭 くなる.肩 の張出しは弱い.点 刻列は強 く,各 点刻は短い白色毛状鱗粉をもつ.第

1間 室基部は明瞭な小楯板紋を形成し,各 間室は2条 の灰色 毛状鱗粉をもつ.各 間室は平

ら,第3～8間 室端は小突起を並べる.

体下の点刻は強く,胸 部は腹部 よりやや密に点刻され,各 々大きな白色羽状鱗粉をもつ.

♂:脛 節端内側には刺があ り,腹 部末端節中央は強 く窪む,

体長:2mm.
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分布:九 州.

食草:タ ネツケバナCardamineflexuosa.

この種は新しいものと思われるので,後 日改めて記載発表す る予定である.

III.生 活 史及 び周年 経 過

1.C.albosuturalis(Roelofs)グ.イ コンサルゾウ

この観察,調 査は主 として福岡市附近で1955年3月 ～6月 に行なわれたものである.

越冬した成虫は3月 中旬から出現する.

この頃の食草 となる十字科植物の状態は,ナ ズナは頂に白い花をつけているが 下の方の

莢はかな り成熟している.イ ヌガラシは開花以前であ り,殆 どの十字科作物はこの頃から

開花期に入 る.越 冬を終えた成虫の大部分はナズナの花に集 り,一 部はイヌガラシの茎及

び葉にも見られるが,十 字科作物の花には殆どいない.雌 の卵巣はかなり発達しているが

成熟卵はない.成 虫は茎,葉,莢,蕾 などに吻を差込んで摂食するが活濃ではない.ナ ズ

ナでは吻を花に差込み,長 時間殆ど動かない個体が多い.交 尾は花Eで 盛に行われる.雄

は無造作に雌に乗 り,中 ・後肢で雌を抱 き,腹 部をぐつと下に曲げて交尾を行い,前 肢は

空中に曲げて雌をおさえていない.交 尾時間は非常に長 く数時間に及ぶ.

ナズナに集つた成虫の うち花を離れ,茎 を下にお りているものは一般に雌であ り,適 当

な莢をを選んで産卵を行 う.吻 を莢の面へ直角にあて,前 胸から前の体を小さく上下に動

かして孔を穿ち,体 の方向を変えて尾端でその孔を確かめてから産卵管を差込む.孔 を穿

つても必ず産卵するとは限らない.若 い莢では後に産卵孔の周囲が異常に発育し孔が塞が

れることがある.4月E旬 ～ill旬がナズナへ産卵の最盛期である.

卵は産 ドされた直後は楕円形で白色半透明,漸 次卵形 とな り,や や大きくなる様である.

孵化が近ずくと単眼 と口器が赤褐色に透けて見える.内 部の幼虫頭部は卵殻 と胸部に圧せ

られ横に非常に長く後頭部は総れていない.大 さは0.486土0.005×0.290土0.007mm.4月

下旬の卵期間 は5～6日.

孵化は体を伸すことにより卵殻を破壊して行い,幼 虫は卵の位置から動くことはない.

孵化直後の1令 幼虫は頭部の形で一上記卵内の形 と同様であ り,約2時 間で膨れて普通の

形 となる.

幼虫の脱皮回数は頭部 と大臆の大きさから2回 と決定した(第1表 及び第1図).

Table1.MeasurementofthelarvalstagesofC.a'bosutuプa'ゴ5.(mm.)

1令 幼虫の体表は常に湿つていて,極 めて不活溌,卵 のあつた附近から殆 ど移動 しない・

5月 ヒ旬の令期間は5～6日.-

2令 幼虫の体表はやは り湿つている.莢 内を移動して摂食す る個体 もある・5月上 旬に

おける令期間は5～8日.
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 Fig. 1. Correlation table of head length and width of C. albosuturalis.

　 3令 幼 虫 の体 表 面 は 湿 らず,摂 食 は 盛 んに な る.莢 内 を移 動 し なが ら食 害 す る.充 分 成

熟 す る と莢 に 円叉 は 楕 円 形 の孔 を あ け て地Eに 落 ち る.5月 中 旬 の 令期 間 は約10日 で あ る.

充 分 老熟 す る以 前 に 萸 が 弾 く と,幼 虫 も種 子 と共 に落 され る.地Lに 落 ち た幼 虫 は 一ヒ中 に

潜 入 し,地 下0.5　 ・・3　cm位 の 深 さの 場 所 に 排 泄 物 で土 を 固 め て楕 円形 の蛹 室 を作 る.充 分

成 熟 す る前 に落 され た 幼 虫 も土 中に 潜 入 す るが 蝋 室 を 作 る こ とは で きず,又 作 つ て も 極 め

て脆 く,蛹化 で きず に死 ぬ も のが 多い.土 中に 入 つ て蛹化 迄 は 約5日 か か る.

　 3令 幼 虫 の記 載(Anderson,1947に 従 う)

　 所 謂蛆 形 で 無脚,頭 部 は淡 褐 色,胸 ・腹 部 は 淡 黄色,関 節 及び 搬 は 不 明 瞭.

　 頭 部:大 臆,前 頭 前 縁 は褐 色,単 眼 は 黒 色.触 角 は 饅 頭 形 の1節 か らな る.単 眼 は2対,

Eの1対 は3個 の小 黒 点か らな りdes　 5直下 に あ る.　Hypopharyngeal　 braconは 狭 い.

前 頭 縫 合線 は 完 全 で 触 角 基膜 に終 り,大 服 関節 膜 に達 しな い.頭 蓋 縫 合 線 は 頭 長 の2/5の

長 さが あ る.Endocarinaは 認 め られ な い.前 頭 は4対 の感 覚 孔 と1対 の剛 毛 を有 す.頭

蓋 は背 面 に4対,側 面 に1対 の 剛毛 を有 し,des　 2は 非 常 に 短 か く他 の3対 は 等長.後 頭
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部には剛毛なく,感 覚孔のみ6対 ある.頭 楯の剛毛は2対,こ の間に1対 の感覚孔がある.

上唇前縁は三山状,剛 毛は3対,1ms1,3は 等長で1ms2よ り短い.E咽 頭の中央刺は

2対,短 かくて先は尖らない,前 縁 中央部剛毛は3対,同 側部剛毛も3対,上 唇帯は中央

で狭くな り胡瓜形,中 央感覚孔は存在.下 唇鬚 は2節,前 基節のキチン片は完全で中央は

後 方に突出する.前 基節剛毛は3対,感 覚孔も3対,後 基節剛毛は3対,pms2が 最も長

くpms1,3は 等長でその半分の長 さがある.小 臆髪は2節,第1節 には2つ の感覚孔 と

1本 の剛毛がある.malaに は ヒ面に3対,ド 面に6対 の剛毛があ り,vsma1,2は 等長

で先端は尖 り,vsma3は その倍の長さがある.dsma2、6は 大根状でdsma1よ り大.

胸部:前 胸背板はキチン化せず9対 の剛毛があり,気 門部にはない.中 胸気門部 と ヒ側

板は癒合し,縫 合繍 ま後半分にのみ認められる.中 ・後胸の前背板に1対,後 背板に3対,

翅部に1対,気 門部に1対,1:側 板に1対,胸 部各側板に2対,腹 板脚部の不明瞭な偽脚

内に2対,偽 脚の外側に1対,前 腹板に1対 の各々剛毛をもっ.

腹部:第1～7節 は似た構造を持つが,第1～4節 には気門L方 に横搬がある.後 背板

には4対 の剛毛があ り,気門i:方 の中背板に2対,E側 板,側 板に各1対 の剛毛がある.第

10節 は背 ・側 ・腹の4瘤 からな り,肛 門を形成 し,第9節 中に陥入 して横か らは見えない.

気門は前胸及び第1～7腹 節にあ り空気嚢は2っ,1:後 方叉は後方にlliている.周 気門

輪は円形,2つ の空気嚢は大きさが異なる.

輔期間は約5日,羽 化後数臼は蛹室 に静止 し,体 が充分硬くなつて後地上に出る.

蛹の記載

頭部は2対 の剛毛を有し,頭 頂は縦に浅 く窪む.吻 は基部より先に向つてやや太 くな り,

中央に1対 の剛毛がある.前 胸はやや横に広く,背 面7対 の剛毛があ りその位置 と長さに

は変異が大きい.前 ・中肢は強く横に張 り,各 腿節端には2本 の剛毛がある.

第9腹 節端には1対 の突起がある.体 長:2～2.5mm.

新しい成虫の鱗粉は褐色を帯び,又 その脱落 もなく,越 冬成虫又は羽化後古くなつた個

体 とは直に区別できる.新 しい成虫の卵巣は未熟で非常に小さく,卵 は全然発育していな

いが,地 ヒに現れて約1週 間で完全に成熟する.新 しい成虫の摂食は活発で,茎 とか新芽

に孔を穿つて食害する.

6月 頃か ら成虫は姿を消 し,翌 年3月 迄現れない.ナ ズナが無 くな り,十 字科作物が収

穫 され る頃から野外の個体数は急に少 くなる.こ の長い休眠に入 る前の摂食は極めて旺盛

で,福 岡附近では主 としてタネツケバナの各部分,白 菜の葉などに移 り,体 を小さく動か

し,前 胸を大きく動かしながら吻を押込む様にして食べている.観 察例では1分 間に80

～170回 も吻を動かす.雌 の卵巣には,段 々成熟卵が無 くなる.即 ち6月17日 白菜の葉を

摂食中の雌5頭 中成熟卵のあるもの3頭,同 じ場所より22日 に得た19頭 には全 く成熟卵

は見られなかつた.

畠から姿を消した成虫は雑草の間,石 下又は落葉中に潜 り込む.

発生は一一般 に1回,一 部は2回 行 うものと思われ,産 卵は6月 初旬迄見 られる.

このゾウムシは長い活動期間中に食草を変えてゆ く.3月 から4月 にかけて最も多 く集

るのはナズナであ り,産 卵 も殆 どが これに行われる.ナ ズナは4月 下旬より5下 旬迄に殆



66

どの莢は成熟し,植 物は枯れてしまう.栽 培作物は3月 下旬から4月 中に花をつけ,6月E

旬迄には収穫される.5月13日 白菜の莢の,叉 同21日 ナタネの莢の調査では,前 者では

卵 と若令幼虫ばか り,後 者では卵から老熟幼虫迄みかけたが幼虫の脱出口はなく,各 々4

月下旬から産卵を受けたことが分 る.タ ネツケバナには5月 下旬迄全 く本種はいないが,

この頃から6月 にかけて相当数の成虫が集まる.5月 より栽培される白菜の葉は小さな孔

を開けられて食害されるが,こ の頃の大根の葉には全然集らない.

Seed of Capsella bursa-postoris 

 Sprout and seedpod of Nastur-
 itum indicum 

Seedpod of Curciferous vegetables 

Seedpod of Rape 

Leaf of Chinese Cabbage(summer-
 planted) 

Sprout, seedpod and leaf of Car-
 damine flexuosa

Fig 2. Periodical changes of the food plants of C. albosuturalis. 

                          feeding 

............. ovipostion

本種の活動時期にこれ らの作物が開花結実するために恰好の食 草 とな り,そ のため本種

が害虫ととして注 目されるようになつたものと思われる.

幼虫は天敵の寄生を受けることは極 く稀で,約1,300の 調査葵より,1頭 の小蜂の蝋を

得たのみであるが,羽 化直前に殺 してしまつた.こ の種の生活環中で最も個体数の減少す

る時期は,地 下での蛹期間 及び6月 より3月 迄の非常に長い休眠期間であると思 う・

2.CeuthorrhynchusibukianusHustacheア オバ ネサルゾウ

食草はイヌガラシで4～5月 に採集される以外は不明である.

3.Ceuthorrhynchussp.、 タネツケバナサルゾウ

本種の生活型はダイコンyル ゾウと同じであ り,食 草は タネッケバナ1種 である.個 体

数はダイコ ンサルゾウよりも相当少ない.

産卵は莢の先端近 くに行われ る.卵 はダ.イコンサルゾウよりも大きく0.69×0.38mm・

孵化した幼虫は莢の基に向つて食い進み,も し先に向つたものもすぐ方向を変えて基に

向 う.莢 の内部は1頭 の幼虫で完全に食い荒される.幼 虫の糞は一続 きであ り切れている

場所で脱皮が行われ るものと考えられ,又 脱皮殼数から2回 脱皮をす ることを確めた.

幼虫が地 ヒに落ちる時期は,幼 虫の老熟により,莢が成熟して弾 くことにより,或いはそ

の莢内 の種子を食い尽すことなどにより決められる.こ の最後の場合は莢が小さく従つて

食物量が少なく,成 虫はダイコ ンサルゾウよりも小さいのに卵は相当大きいことなどと関

連をもつ.莢内 で老熟した幼虫は方向を変えることができないので,基 部に近く糞の無い

被害部分は幼虫の体長に相当し,幼 虫の脱出した莢5例 の測定結果によると最も短いもの

1.56mm,長 いもの1.95mmで 地1:に 落ちた幼虫の大きさに相当の変異があることが分 る.
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 Fig. 3. Diagrammatical figure of the seed-pod of Cardamine  flexuosa, 
injured by Ceuthorrhynchus sp. 

a : oviposited hole. b : egg. c : moulted head of larva. d : larval excrement. 
e : escaped hole of mature larva. f : body length of fallen larva.

　　　　　　　　　　　IV.ダ イ コンサル ゾウに よる被 害

　 この調査は福岡市附近で1955年5～6月 に行つたものが大部分である.

　 被害作物はナタネであり,他 の作物の莢も加害されるが 経済的には重要視されない.

　 被害は種子数を対象 として示 し,各 種子は全て"1"と して取扱つた.

1.一 般加害様式

　 (a)越 冬を終えた成虫は花に集 り,花瓣 とか子房に小さな孔を穿つ.一 部は茎及び葉

に穿孔して摂食す るが,集 つている個体数の割孔数は少い.大 部分の成虫はナズナに集 る

ので被害は問題にならない.摂 食された部分の種子は発育せず,莢 もここで窪み叉は曲つ

た りす ることもある.

　 (b)幼 虫による被害は総被害の大部分を占める.被 害は若い黄で大 ぎく,成 熟 した焚

で小さい.

　 (c)新 しい成虫の摂食は活濃で,特 に地下 に潜る前は激 しい.摂 食部位 も莢,葉,茎

に迄及ぶ.だ が作物の莢は成熟し,叉 は収穫された後であ り,こ の頃栽培され る白菜の葉

に穿孔されるが,被 害は問題にならない.

2.莢 の成熟度による被害比較

　材料:和 種ナタネ

　採集場所及びその附近の状況:福 岡県田川郡英彦山(標 高700m附 近よ り)1955年5

月15日 採集.杉 人工林の皆伐地にある山道の辺に自生していたもので,近 くに畠及び人家

は無く,周 囲で2種 の十字科植物を採集したが全然加害されていない.

作物は開花 ・結実がかなり整つているので,材 料としてこれの不整である和種ナタネを

選んだ.

　莢 の成熟度を種子の状態から次の4段 階に区別した.

　 1.成 熟:種 子は充分大きくな り,褐 色になつているもの.

　 2.成 熟期:種 子は充分大きくなつているが,緑 叉は緑の部分のあるもの.
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3・ 発育期:種 子は充分に大きくなつていないが,そ の数は容易に数えられ るもの.

4・ 種子未発育:種 子は胚の状態で,そ の数え難いもの.

調査莢数463か ら各段階の明瞭な383爽 を取扱つた.

この頃は新 しい成虫の現れ始める頃で,和 種ナタネは頂に花をつけ,叉莢 の一部は成熟

して弾いていた.こ の数値はこの後大きく変動するものと思われるが被害の傾向を知 るこ

とはできるであろう.

Table 2. Comparison of the injurious degree on the different growing stages 
 of the wild rape seedpods, infested by C. albosuturalis.

Number of examined pods 
Number of seeds 

Number of injured seeds 

Injured percentage 

Injured percentage by adult 

Average number of seeds injured by a fallen larva 

Average number of holes bored by adults into a pod 

Average number of larvae in a pod

Ripe pod stage : all seeds grown to full perfection. 

Large pod stage : all seeds grown to full bulk, but not perfectly tinged. 

Young pod stage : all seeds before full bulk and tinge. 

Small pod stage : all seeds are embryonic, to count the number of seeds is difficult.

　 (a)成 虫が莢に穿つ孔数の分布

　孔数は産卵孔 と摂食孔を合計して示す.各 段階の調査爽数を100と して示す と第4図 の

如くである.若 い莢程分布は幅広 く,右 にずれる.

　 (b)　 幼虫による被害

　種子未発育の段階は取扱えない.若 い莢に入つた程加害粒数が多く,右 にずれ,又 成熟

して地上 に落ちた幼虫の加害粒数に於ても同様である.爽 より脱川した老熟幼虫数 と莢内

幼虫の成熟度から,産 卵は各段階 とも殆ど同じ頃から行われたと思われる.一莢 平均幼虫

数から,発 育期の爽は相当多く産卵されたことがわか り,成 虫の孔数分布とも一致す る.

　 (c)総 被害の分布

　成虫と幼虫による被害を合せて総被害とし被害率は,被 害粒数×100/粒数+被 害粒数 で

示す.若い莢 程大きく,叉若い莢 程総被害中,幼 虫による部分の占める割合が大きく,成

虫による被害が小さい.分 布を図に示す と第5図 の如くである.こ の うち成虫による被害

粒数は殆 ど1～3の 間にある.

3.ナ タネの被害調査

　品種名:農 林17号.

　調査 日:1955年5月21日 採集,21～24日 調査.



69

Fig. 4. Frequency of the hole numbers in a pod.

Fig. 5. Frequency of the injured seed numbers in a pod.
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畠の場所とその状況:福 岡市外原町,九 州大学附属農場.畠 は東西6間,南 北25間 の矩形

で溝尺1尺,畦 幅4尺,株 間2.5×0.8尺,畦 は南北に走 り枕畦が両端にある.東 隣は同品種

のナタネ畠に接し,西 及び北はやや離れて異つた品種のナタネ畠に続き,南 は農道 と小川が

あって家畜の遊牧場に続く.畠 の管理は悪く,雑草が相当繁 り,成育は良好 とは云えない.

採莢 方法:畠 から10株 を選び,そ の中央分 伎の莢を採集 した.

結果は第3表 に示した如 くである.

 Table 3. Injury to rape (Nbrin no. 17) seed-pods from C. albosuturalis.

各株によりかな り差があるが,平 均被害率は1.15%で 極めて少ない.成 虫による被害

が,和 種ナタネの場合 とはやや異なつている,

V.摘 要

(1)本 報 で筆 者 は 十 字 科 植 物 を 害 す る ダイ コン サ ル ゾウCeuthorrhynchusalbo-

sutaralis,ア オバ ネサ ル ゾ ウ σ.ibuleianUS,及 び学 名 の与 え られ てい な い タネ ツ ケ バナ

サ ル ゾウを 取 扱 い,分 類 学 的 研 究,生 活 史,及 び ダイ コン サ ル ゾウに よ る被 害 に つ い て報 告

した.食 草 は 夫 々ナ ズ ナ ・イヌ ガ ラシ ・十字 科 作 物,イ ヌ ガ ラシ 及び タネ ツケ バ ナで あ る.

(2)ダ イ コ ンサ ル ゾ ウは3月 中 旬 よ り出現 し,爽 に 産 卵 し,幼 虫 は 種 子 を 食 害 し,成

熟 す る と孔 を開 け て地ltに 落 ち,地 中 に蛹室 を 作 つ て蛹化 す る.産 卵 後20、25日 で 幼 虫 は

成 熟 し,そ の後 約2週 間 で新 しい成 虫 は 地}:に 現 れ,激 し く摂 食 後6月 よ り雑 草 間,石下

な どに潜 り,翌 春 迄 そ こ に留 ま る.

(3)ダイ コンサ ル ゾウは 活 動期 間 に食 草 を変 え る.

(4)和 種 ナ タ ネに よ り,ダ イ コンサ ル ゾウ の 加 害比 較 を莢 の 成熟 度 につ い て 調 査 し,

第2表 及 び 第4,5図 に示 した.発 育 期 の莢 が 最 も被 害 が 大 きい.

(5)ナ タ ネ(農 林17号)の 被 害 調 査 を 行 い,第3表 に示 す.種 子 数 で1.15%の 被 害

が あ つ た.
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Summary 

   Three Japanese species of the Genus Ceuthorrhynchus injurious to the 

Cruciferous plants are treated in this paper. Studies were made at Fukuoka 

City in 1955. 

1. Adults of the three species are separable by the following key : 

1(2) Antennal f unicle 6-jointed, the intervals of striae flat. Derm black or 

     brownish black, legs brown. Underside, lateral margin of prothorax, 

    scutellal spot and the first interval closely covered with white feathery 

     scales, residual portion moderately covered with grey hairy scales. 

Length : 2-2.5 mm......................Ceuthorrhynchus albosuturalis (Roelofs) 

2(1) Antennal funicle 7-jointed. 

3(4) Derm black, elytra dark blue, scutellal spot absent. Scales very minute, 

dark brown. Pygidium strongly impressed. Length : 2.5-3 mm................ 

.Ceuthorrhynchus ibukianus Hustache 

4(3) Derm and elytra black. Prothorax clothed with grey hairy scales, before 

    and behind the scutellum with distinct spots composed of white feathery 

     scales, intervals of striae clothed with 2-lined white hairy scales. Claw 

toothed. Length : 2 mm...........................................Ceuthorrhynchus sp. 

   2. (a) Annual life history of C. albosuturalis. 

The overwintered adult beetles appear and visit the flowers of Capsella 

bursa-postoris or sprouts of Nasturtium indicum from the middle of March. 

   After copulation the female makes a hole in the pod wall with its beak 

and then turns backwards to place an egg into the pod. Oviposition is very 

active in the first half of April. 

Eggs are 0.486±0.005 x 0.290±0.007 mm in size. 

Larvae moult twice (Table 1, Figure 1), larva and pupa are as shown in 

Plate 8. Mature larvae fall to ground, bore into earth and make pupal chambers 

of which the wall is pasted internally with their viscous secretion. When 

immature larvae compelled to fall owing to the snapping of ripe pods, they 

also creep into earth, but are unable to complete the pupal chambers or unable 

to pupate even if they could complete major chambers. 

The duration of each developmental period is : 5-6 days for the eggs at the 

end of April, 5-6 days for the first stage larvae and 5-8 days for the second 

at the beginning of May, about 10 days for the third at the middle of May, 5
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days for prepupal stage, and 5 days for the pupae. 

   Newly emerged adults are easily distinguished by the coloration of scales 

 which are more or less brownish ; the feathery scales are faded in white and 

hairy ones in dark grey after several days. From the middle of May new 

adults appear and feed rather voraciously, but gradually disappear by the end 

of June. 

   The periodical changes of the food plants are as shown in Figure 2. Rape 

is cultivated as a cource of oil. Cabbage, turnip, radish and chinese cabbage 

are winter crops and only the remainder after harvest of them are attacked 

by the pest. Whether the females deposit eggs into the seedpods of Nastur-

tium indicum has not been ascertained. 

(.b) The injury infested by C. albosuturalis. 
   Seedpods of the cruciferous plants are injured slightly by the overwintered 

adults, which bore into pods to eat the seeds or to oviposit, more severely by 

the larvae which live on the seeds in the pods, and slightly by the newly 
emerged adults. 

   Seedpods of the wild rape may be divided into four stages according to 

the state of the seeds, and the degree of injuries are compared among those 

stages. Materials were collected at Hikosan on May 16. Results are as shown 

in Table 2, Figures 4 and 5. 

The injury to the rape (Nurin no. 17) was examined at the Kyushu Uni-

versity Farm from May 21 to 24, results are as shown in Table 3. Total 

percentage of injury is 1.15 % in seed number. 

3. C. ibukianus lives on Nasturtium indicum from April to May. 

   4. Undetermined species of Ceuthorrhynchus lives on Cardamine flexuosa, 

the life form is similar to that of C. albosuturalis. 

   Eggs, 0.69 x 0.38 mm in size, are deposited near the tip of seedpods, larvae 

feed on seeds toward the base of pods. 

   The larvae fall onto the ground by three different reasons, i. e. the first 

case is that the mature larvae leave the pods in order to pupaite in the earth, 

the second is that the larvae are' compelled to fall by the snapping of the ripe 

pods, and the third is that the larvae are obliged to leave the pods after eating 
up all the seeds in the pods. So that the body length of the fallen larvae are 

various. 

   An injured pod is diagrammatically shown in Figure 3.
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図 版 説 明

第5図 版Ceuthorrhynchusalbosuturalis(Roelofs)・

第6図 版CeuthorrhPtnchusibukianusHustache・

第7図 版Ceuthorrhynchussp.

第8図 版LarvaandpupaofCetithorrhptnchPtsalbosuturalis

(Roelofs).

1～8.Maturelarva,

1.]Larva.

2.Head,dorsalandventralview.

3,Maxilla.

4.Labium.

5.Clypeusandlabrum(righthalf),hypopharynx

(lefthalf).

6.Setalmap.

7.Spiracleoffirstabdominalsegment.

8.Anus.

9～10.Pupa.

9.Ventralview.

10.Prothorax.



第5図 版

十 字 科 植 物 を 害 す る サ ル ゾ ウ 属
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十字科植物を害するサルゾウ属



第8図 版

十字科植物を害するサルゾウ属


